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アカンサスポータルを使ってみませんか？ 

 連載（第 4 回）Excel からデータベースへ

学外からの KAINS 利用（VPN）

情報教育部門

学術情報部門

情報基盤部門

CONTENTS :   
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2007

第18 回 
情報処理センター等担当者技術研究会 開催

総合メディア基盤センターのシステムが新しくなります

･･総合メディア基盤センターのシステムが新しくなります･･

2007 年 3 月より、総合メディア基盤センターの計算機システムが新しくな
ります。計算サーバ（現、PRIMEPOWER1000）、実習室のパソコン、一部のネッ
トワーク系サーバが対象です。主に更新されるのは、以下の事柄です。

　アカウント統合管理システムの導入
一人のユーザが持つ複数のアカウント    に対して、パスワード変更
等がWebブラウザから一括して行えるようになります。

　 パソコン環境の改善
実習用パソコンの性能が、大幅に上がります。ディスプレイサイズ
も 17 インチとなり、解像度が 1280 × 1024 ピクセルとなります。

　各種サーバの更新
Web サーバ、メールサーバ、DNS サーバ等、各種サーバ機がより
高性能なものに更新され、ネットワークの安定性が向上します。

計算サーバ（SunFire V890）： 
　CPU: UltraSPARC IV+ 1.5GHz ×８，メモリ容量 : 32GB

ファイルシステム：
　実効容量 : 22TB
　　　　　　  （ユーザ領域＋バックアップ領域）×２（冗長構成）

実習室パソコン：
　CPU: Intel Pentium4 3.4GHz，メモリ容量 : 1GB
　画面解像度 : 1280 × 1024，OS: Microsoft WindowsXP SP2，Vine Linux
　主なWindows アプリケーション    ：
　　　Microsoft Office XP，Microsoft Visual Studio
　　　Adobe Creative Suite2，IBM Homepage Builder
　　　MATLAB，SPSS

主なユーザ向けシステムの概要

※１

※

※  一部の実習室にのみ導入されるものを含みます。

※ 1   総合メディア基盤センターで管理するアカウントのみ対象となります。
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無線ネットワークの接続方法

パソコンやネットワークを利用した学習システム

アカンサスポータルの利用

金沢大学のネットワーク

WebClass

　金沢大学では平成 18 年度から PC 必携化が始まり、それに伴い「情報処
理基礎」などｅラーニングを併用した授業がスタートしています。また、皆
さんの教育に関する情報を、１箇所で見られる機能を持つポータルサイトを
運用しています。このアカンサスポータル（金沢大学のポータルシステムの
愛称）が平成 20 年度からの三学域化に向けてリニューアルされ、以下のＵ
ＲＬで平成 20 年 4月 1日から運用開始されます。

アカンサスポータル の利用

パ ソ コ ン や ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 学 習 シ ス テ ム

ICT 教育推進室（アカンサスポータル推進室）
TEL：076-264-5817
e-support@el.kanazawa-u.ac.jp

アカンサスポータルのお問い合わせ

教育用携帯型パソコン相談カウンター
( 大学会館内 )
TEL 076-264-5260

生協角間購買部パソコン相談カウンター
TEL 076-264-1424 　   　　9:00 ～ 18:00

パソコン利用に関するご相談

　大学からのお知らせは、紙面での掲示から、アカンサスポータルによる案
内へと切り替えが進みつつありますので、１日１度は必ずアクセスするよう
にしてください。
　アカンサスポータルの主な機能は以下の通りです。

※ アカンサスポータルのユーザ ID・パスワードは　
　 「情報処理基礎」の最初の授業で配布されます。

機能 内容
お知らせ 大学から発信されるお知らせを表示
メッセージ 教員、学務係との連絡に使える専用 Eメール
成績照会 各授業の成績・GPAの確認
授業情報詳細 授業の成績、休校・補講・時間割変更・教室変更

情報などの確認
解説表示 各授業で使用した資料などの確認、ダウンロード
テスト／アンケート 授業で出された課題をインターネットを利用して

回答・提出
カレンダー表示 カレンダー形式で、どの日に何のイベントがある

かを表示
関連リンク 履修登録システムなど学生生活に役立つリンク集
進路シュミレータ（予定）将来の進路をシミュレートする機能

https://elearn.el.kanazawa-u.ac.jp/
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　DSpaceは、HP研究所とMIT が研究・開発したオープンソー
スのリポジトリ構築ソフトウェアです。主な機能は、コンテンツ

とその情報（メタデータ）の管理です。保存できるコンテンツは、

テキストデータ・イメージ・音声・動画など、データの形式を問

いません。また、メタデータとして、各コンテンツのタイトルや

作成者、公開日、要旨などが管理できます。DSpace の構成を図

■ 「現代ＧＰ第２回シンポジウム」のご案内
連載（第 5回）   Excel からデータベースへ ■ 学外からの KAINS 利用（VPN）

Part 2  データベースの活用

DSpace

●次回は当部門で構築中の「学術情報リポジトリ」の概要を紹介します。

　様々なシステムの電子化が全学的に進み、ネットワークのより高い
可用性に対する需要が増えてきており、重要なサービスの多くは学内
からのアクセスしか受け付けないようになっています。
　総合メディア基盤センターでは、こういった学内専用サービスを、
ユーザ認証と暗号化通信により学外から安全に利用できる手段とし
て、 VPN（仮想プライベートネットワーク）接続を提供しています。

　平成 16 年度から始まりました現代 GPプログラム
「IT 教育用素材集の開発と IT 教育の推進」もこの 3
月で終了となります。みなさんのご協力を受け、当セ
ンターが一つの核となり取り組んできたこのプログラ
ムにより、大学全体として e-Learning が浸透しつつ
あると考えております。このプログラムにより多くの
教材が開発され、e-Learning を取り入れた授業も増加
傾向にあります。2月７日には、これまでのまとめの
シンポジウムを「金沢大学における e-Learning の全
容」というタイトルで開催いたします。これまでの成
果に加えて、他大学の先進的な e-Learning の事例の
報告もなされます。また学生 e-Learning 作品コンテ
ストも同時に開催されます。多くの皆様のご来場をお
待ちしております。

データベースの活用例 その 2
　現在、世界の主要大学で学術情報リポジトリの設置が進んでい

ます。リポジトリとは、元々「貯蔵庫」を指す英単語で、学術情

報リポジトリは、研究者が作成した（論文や学会発表資料などの）

研究成果物を、所属機関のサーバに組織的に収集・保存し、ネッ

ト上に公開するシステムを指します。金沢大学でも附属図書館

が、KURA（金沢大学学術情報リポジトリ：Kanazawa University 
Repository for Academic resources）の名称でサービスを開始し
ました。今回は、KURAでも利用されている機関リポジトリ構築・

運用を行なうための汎用ソフトウェアである DSpace を紹介
します。

　VPN 接 続 の 方 法 に は、1) PC に ク ラ イ ア ン ト ソ フ ト
（SecuRemote）をインストールする方法と、2) 2006 年４月号で
紹介したWeb ブラウザから手続きを行う方法（FirePass）があ
ります。学外でインターネット接続した PCから VPN接続を行う
と、その PC は学内ネットワーク（KAINS）に接続されたのと同
じ様に使うことができ、サーバから見えるアクセス元の IP アド
レスも KAINS のものとなります。利用には、ユーザアカウント
が必要です。

　業者にサーバ等のメンテナンス作業をさせる場合などに利用
できる VPN接続です。対学外ファイアウォールは通過しますが、
サーバへのアクセスは学外の IP アドレスからとなり、学内専用
サービス等を不正利用される心配がありません。
詳細については、総合メディア基盤センターまでお問い合わせ下
さい。

本学教職員・学生用

学外者用

詳細は･･･>　http://www.gipc.kanazawa-u.ac.jp/kains/vpn.htm

平成 19 年 2月 7日（水）

時間：13:00 ～ 15:30

会場：自然科学研究科 大会議室

現代 GP 第２回シンポジウム

主催　金沢大学 IT 教育推進プログラム
後援　金沢電子出版株式会社

金沢大学における e-Learning の全容

･････詳しくは以下の URL をご覧ください

http://www.el.kanazawa-u.ac.jp/symp02

学内学術資料への応用
　DSpace で取り扱うメタデータは世界標準（Dublin Core）に対

応しているため，保存した情報の共有や交換を世界規模で広く行

なうことが可能です。学術情報部門では，DSpace を用いて，学

内に蓄積されている膨大なデジタルコンテンツ（KURA で取り扱

わない写真・動画などのコレクション・実験結果など）を対象に，

「学術情報リポジトリ」の公開準備を進めています。

に示します。利用者から

は見えませんが、三層構

造となっており、その最

下層でデータベースが利

用されています。

金沢大学では、学生のみなさんが自分のパソコンをネットワークに接続して、
インターネット等を利用できる環境が整備されています。ただし、本学教職員・

学生以外の人による不正な利用等を防ぐため、ネットワークは安全を重視した

設計になっています。必要な手順・ルールを守って利用してください。

学生のみなさんが主に利用するのは、「学内認証無線ネットワーク」です。

金沢大学のキャンパス内の各所には、無線アクセスポイント lounge（以下、
無線 AP）が設置されています。

利用するためにはネットワーク IDによるユーザ認証が必要になります。

P2P 自動ファイル共有ソフト（ Winny、LimeWire 等 ）の使用、
コンピュータウィルスに感染したパソコンのネットワーク接続、
あらゆる違法行為、公序良俗に反する行為　など

学内におけるネットワーク通信は常に監視されており、禁止されている行為

を行った場合、ネットワーク利用資格が停止される場合もあります。

悪質な場合については、停学や退学までを含む処分が下されることもあり得

ます。

金沢大学のネットワーク

ネットワーク利用のルール

金沢大学のネットワークは、教育や研究のためのネットワークです。サーク

ル活動や就職活動などへの利用までは制限されていませんが、金沢大学の学

生として不適当な行為や、他人に迷惑を掛ける行為を行ってはいけません。

ネットワーク ID とは、総合メディア基盤センターが発行している ID の一つ

です。研究室等の場所を除き、学生のみなさんがパソコンをネットワークに

接続するには、ネットワーク ID が必要です。ネットワーク ID を持っていな

い場合は、学生のみなさんは学生証と、各所に配置された専用パソコンを使っ

て、また、教職員はオンラインからネットワーク IDを取得できます。

ネットワークＩＤとは？

学内認証無線ネットワークの利用

※ 無線 APを利用できるのは登録を行った翌日からです。ご注意ください。

　 禁止されている行為の例：！

※ ネットワーク IDについてのお問い合わせは当センターまで。

デスクトップの「スタート」メニューから「ネットワーク」をクリックし、ウィ
ンドウ上部の「ネットワークと共有センター」をクリックする。

次に、ウィンドウ左部の「ワイヤレスネットワークの管理」をクリックし、「追
加」をクリックする。

追加するワイヤレスネットワークの情報を下のように設定する。

[ セキュリティ ]のタブでは、下のように設定する。

7. の 保護された EAP（PEAP） の [ 設定 (S) ] で下のように設定する。

以上を設定したら、 順に [OK] ボタンをクリックしてウインドウを閉じる。

画面右下に「lounge への接続には追加の情報が必要です」の吹き出しが表
示されたら、吹き出しをクリックする。
「資格情報の入力」のウィンドウが表示されるので、ネットワーク IDとパス
ワードを入力し、[OK] をクリックする。（ログオンドメインは空白のまま）
認証に成功すると、無線 APに接続できる。

無線 AP との接続が確立したら、総合メディア基盤センターのWeb サ　　
イトにアクセスし、ファイアウォールの認証画面でネットワーク ID と　　
パスワードを入力して、ログオンする。

利用が終わったら 12. のファイアウォールの認証画面でログオフする。

※ここまでの手順で、インターネットが利用できるようになります。
　次回から１～ 10 の設定作業は省略されますが、うまく接続でき
　ないときは設定を再確認してください。

※インターネットの利用については、大学内のルールに従って利用してください。

無線ネットワークの接続方法

ネットワーク名（E） lounge
セキュリティの種類（S） 802.1x

 □  [ サーバーの証明書を検証する (V)]　※ チェックを外す
認証方法を選択する (S) セキュリティで保護されたパスワード (EAP-MSCHAP v2)

[ ↑の構成 (C) ]
 □  Windowsのログオン名とパスワードを自動的に使う(A)

　　　　　　　　　　　　　　　　　※ チェックを外す

1.

2.

4.

7.

8.

9.

10.

「ネットワークプロファイルを手動で作成します (M)」を選択する。3.

上記を入力・選択したら [ 次へ ] をクリックする。

「正常に loungeを追加しました」と表示されたら、[閉じる ]をクリックする。5.

「lounge」のアイコンが追加されるので、追加されたアイコンを選択し右ク
リックして [ プロパティ ] を選択する。

6.

セキュリティの種類 (E) 802.1X
暗号化の種類 (N) WEP
ネットワークの認証方法の選択 (O) 保護された EAP (PEAP)

[OK] はまだ押さず、[ 設定 (S)] をクリックする。

11.

12.

Windows Vista版

デスクトップの「スタート」メニューから「接続」→「すべての接続を　　
表示」を選び、「ワイヤレスネットワーク接続」を右クリックして、「プ　　
ロパティ」を選ぶ。

「ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ」の「ワイヤレスネットワーク」
のタブをクリックする。優先ネットワークの一覧表示に「lounge」があれ
ば「lounge」をクリックして「プロパティ」を選ぶ。
（「lounge」がなければ「追加」を選ぶ）

[ アソシエーション ]のタブで、下のように設定する。

[ 認証 ]のタブで、下のように設定する。

４. の 保護された EAP（PEAP） の [ プロパティ ] で下のように設定する。

以上を設定したら、 [OK] ボタンをクリックしてウインドウを閉じる。

利用できるワイヤレスネットワークに lounge が表示されたら接続する。
資格情報の入力を確認されるので、ネットワーク ID とパスワードを入　　
力し、[OK] をクリックする。認証に成功すると、無線 APに接続できる。

無線 AP との接続が確立したら、総合メディア基盤センターのWeb サ　　
イトにアクセスし、ファイアウォールの認証画面でネットワーク ID と　　
パスワードを入力して、ログオンする。

利用が終わったら８. のファイアウォールの認証画面でログオフする。

※ここまでの手順で、インターネットが利用できるようになります。
　次回から１～６の設定作業は省略されますが、うまく接続できな
　いときは設定を再確認してください。

※インターネットの利用については、大学内のルールに従って利用してください。

※ 無線 APについて
　 通信方式…IEEE802.11g または IEEE802.11b
　 認証方式…WEP (128 bit)、IEEE802.1X/EPA (EAP-PEAP、暗号方式 MS-CHAP v2）

詳しい方法や、その他のOSを使った接続については
総合メディア基盤センターWebサイトをご覧ください。

総合メディア基盤センター、総合教育棟、中央図書館、自然科学系図書館
生協食堂（大学会館、医学部、医学部保健学科、自然研）
自然研や各学部の講義室（一部）　など

利用できる場所…

ネットワーク名（SSID） lounge
ネットワーク認証 オープンシステム

データの暗号化
WEP
 □ キーは自動的に提供される

  □ このネットワークで IEEE802.1X 認証を有効にする
EAP の種類 保護された EAP (PEAP)

レ

レ

 □  [ サーバの証明書の有効化 ]　※ チェックを外す
認証方法 セキュリティで保護されたパスワード (EAP-MSCHAP v2)

（構成）
 □  Windows のログオン名とパスワードを自動的に使う

　　　　　　　　　　　　　　　　　※ チェックを外す

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

Windows XP版

※ 無線 LANカードなどを使用する場合は、予めドライバのインストールが必要です。
　 インストール手順は使用する製品のマニュアルなどを参照してください。


